議案第１号
平成26年度　事業報告書

平成26年4月1日から

平成27年3月31日まで

１.事業の成果

　我が国経済は、昨年４月の消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動があったものの、円安基調の定着や原油価格下落の影響、政府及び日銀による各種政策の効果により、企業収益に改善がみられ緩やかな回復基調が続きました。
このような状況のなかで、障害者が地域社会で安心して生活出来るようにグループホーム「アーシャ」の運営と就労の場を提供する就労継続支援Ｂ型「西明寺事業所ステップ」の運営を実施して参りました。

　グループホーム事業は、鈴木成寿君と佐藤政弘君が新たに利用者に加わり定員の５名に達することが出来ました。また、相談啓発事業も随時開催して諸々の悩み等の相談にのって少しでも障害者の為になるように図って参りましたが、教育訓練事業及び指導者育成事業、レスパイトサービス事業は実施出来ませんでした。就労継続支援Ｂ型事業は、主力の清掃センターの廃家電品の払い下げが一年を通してプラスチック製品関係と払い下げの量が減少しましたが、貯蔵品等を活用して作業量は確保出来ましたが販売する品物の減少により収入は減少致しました。
障害者が安全で健康に地域生活が出来るような相談啓発事業により福祉がより充実する活動を行い誰もが住みよい町づくりのため活動して参りました。

２.事業の実施に関する事項
　(1)特定非営利活動にかかる事業
	事　業　名
	事　業　内　容
	実施
日時
	実施
場所
	従事者
人数
	受益対象者
の範囲及び人数
	支出額
(千円)

	教育訓練事業
及び
指導者育成事業
	実施なし
	
	
	
	
	　　 0 

	レスパイト
サービス事業
	実施なし
	
	
	
	
	　　 0

	相談啓発事業
	就労、生活一般、福祉全般に係る相談を随時開催する。
	随時

（15回）
	アーシャ
	　1名
	北茨城特別支援学校、市内特殊教室在学者及び市内知的・精神・身体障害者と父兄
 延53名
	　　 0

	グループホーム
運営事業
	長期間の親許を離れての生活を支援し社会的に自立への道を習得させることを図る。
	4.1～
3.31
	アーシャ
	５名
	市内及び日立市からいわき市勿来の知的障害者　５名
	費事業
 4,565
管理費

 　989
合計

5,554

	電気製品等
手分解事業

	手分解による家電品のリサイクル事業を通し知的障害者の就労の場を確保する。
	 4.1~

 　3.31
	西明寺
事業所
ステップ
	　７名
	北茨城市内の知的障害者等　７名
	事業費

 3,464
管理費

 6,888
合計

10,352
,351

	産業廃棄物
収集運搬事業
	実施なし
	
	
	
	
	　　 0

	


(2)その他の事業
	事　業　名
	事　業　内　容
	実施

日時
	実施

場所
	従事者
人数
	受益対象者
の範囲及び人数
	支出額

(千円)

	実施なし
	　
	
	
	
	
	　　 0
	

	
	
	
	
	
	
	
	


